
３年生の「高松カルタ」が展示中 
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 ３月９日（木）に、西田幾多郎記念哲学館の中嶋さん、井

上さん、山名田さんをお迎えし、５年生で「大人」をテーマ

に哲学カフェ（考えて話し合う）を行いました。 

 ５年２組は、「大人にしかできないことってある？」「子ど

もにしかできないことってある？」５年１組は、「今すぐ、大

人になれるなら、大人になりたい？」、「こどもにしかできな

いことってある？」を対話のテーマに選び、それぞれ２つの

グループに分かれて、円になって活動しました。                       

 「考えることが大切なので、言いたくなかったら言わなく

てもよいし、言いたくないというのも意見ですから」という

言葉に安心できたのか、子どもたちは真剣に考え、取り組ん

でいました。車の運転やお金のこと、自由さなど、子どもな

らではの素直な考えがたくさん出て、それらを真剣に受け

止めながら、よく考えていた子どもたちが印象的でした。  

人の話をしっかり聞いていろいろな考えを受け入れ、自

分の考えを理由をつけて話すことができる力は、学力やコミュニケーション力を身に付ける上でも

大切だと思われます。 

  子どもたちは、「楽しかった！」「いろいろな考えがあるんだと思った」など生き生きとした表情

で感想を話していました。 

 

 

       

              

   

３月９日から２０日（午前中）まで、たかまつまちかど交流館で、 

３年生の高松カルタが、展示されています。 

総合的な学習の時間に、ぶどうの見学をしたこと、道徳で柿の      

話を聞いたり柿の収穫体験をしたりしたこと、地域の方に高松の 

昔のことを教わったことなどを通し、一人一人が高松のことを絵 

や文で表したカルタを作りました。全員の作品が展示されていま 

す。どうぞお時間のある方は、ご覧ください。 
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